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特
集
／
郷
土
の
芸
術
家﹇
第
11
回
﹈

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　

先
日
３
月
23
日
に
光
明
山
安

養
寺
、水
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
２

箇
所
に
て
、邦
楽
を
専
攻
し
て
い

る
同
じ
大
学
の
同
級
生
４
名
と
一

緒
に
長
唄
を
聴
く
会
の
演
奏
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。た

く
さ
ん
の
方
に
聴
き
に
き
て
い
た

だ
き
、演
奏
会
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
、奥
州
市
に
は
長
唄
を
聴
く

こ
と
の
で
き
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。今
回
こ
の
演
奏
会

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、よ
り
多
く
の

奥
州
市
民
の
方
に
長
唄
を
聴
い
て

も
ら
い
た
い
、そ
し
て
何
よ
り
も
学

校
教
育
に
お
い
て
長
唄
に
あ
ま
り

触
れ
る
こ
と
の
無
い
子
供
た
ち
に

　

奥
州
市
水
沢
出
身
、大
坂
一
輝

で
す
。現
在
東
京
藝
術
大
学
音
楽

学
部
邦
楽
科
に
在
学
中
で
、長
唄

三
味
線
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

 

ま
ず
は
私
の
生
い
立
ち
に
つい
て

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。私
は
祖
母
で
あ
る
水
木

歌
淳
が
日
本
舞
踊
を
教
え
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、生
ま
れ
た
時
か
ら

日
本
舞
踊
が
身
近
に
あ
る
環
境
で

育
ち
ま
し
た
。２
歳
半
の
時
に一関

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
か
わ
い
い
魚
屋

さ
ん
で
初
舞
台
を
踏
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
そ
の
後
も
稽
古
を
重

ね
、小
学
校
６
年
生
で
水
木
流
東

京
水
木
会
よ
り
水
木
一
弥
の
名
を

許
さ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
ん
な
私
の
長
唄
三
味
線
と
の

出
会
い
は
、小
学
校
４
年
生
の
頃

で
し
た
。中
学
生
か
ら
は
、東
京
藝

術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
教
授

の
小
島
直
文
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。高
校
1
年
生
の
時

に
先
生
が
急
逝
な
さ
って
か
ら
は
、

杵
屋
五
助
先
生
に
ご
指
導
を
い
た

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、と
い

う
思
い
で
今
回
の
演
奏
会
を
迎
え

ま
し
た
。 

　

今
日
、長
唄
を
含
む
た
く
さ
ん

の
伝
統
芸
能
が
存
続
の
危
機
に
あ

り
ま
す
。私
は
長
唄
を
多
く
の
人

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、伝

統
芸
能
の
重
く
堅
苦
し
い
雰
囲
気

を
払
拭
で
き
る
よ
う
な
初
め
て
の

人
で
も
関
わ
り
や
す
い
演
奏
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

世
界
で
大
活
躍
し
て
い
る
同
郷
の

大
谷
翔
平
選
手
の
よ
う
に
日
本
舞

踊
、長
唄
三
味
線
の
二
刀
流
で
世

界
に
伝
統
芸
能
の
裾
野
を
広
げ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

六
百
年
の
歴
史
を
持
つ
能
楽

は
、江
戸
時
代
に
は
武
家
の
式
楽

と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、明
治
以
降

も
各
層
の
人
々
に
よ
っ
て
愛
好
さ

れ
、現
在
で
は
我
が
国
の
誇
る
古

典
芸
能
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
沢
で
は
、伊
達
の
殿
様
が
喜

多
流
の
能
楽
師
を
抱
え
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、喜
多
流
が
主
流
で
、

藩
政
時
代
か
ら
老
若
男
女
問
わ

ず
、多
く
の
人
々
に
謡
が
謡
わ
れ
、

仕
舞
が
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
喜
嚶
会
は
明
治
44
年
に

発
足
し
、1
1
0
年
以
上
歴
史
の

あ
る
会
で
、趣
味
の
会
と
し
て
は

最
長
の
団
体
だ
と
思
い
ま
す
。喜

嚶
会
の
由
来
で
す
が
、鳥
が
鳴
き

交
わ
す
よ
う
に
明
友
が
励
ま
し

合
って
声
を
出
し
謡
い
、稽
古
に
励

む
会
と
い
う
意
味
で
命
名
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
は
、正
月
の
小
謡
教
室
、

新
年
交
賀
会
、春・秋
叙
勲
の
祝
賀

会
、42
歳
厄
年
連
へ
の
指
導
、敬
老

の
日
、そ
し
て
結
婚
式・建
て
前
と

多
く
の
出
番
が
あ
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
出
番
が
減

少
し
、同
時
に
指
導
す
る
先
生
方
、

会
員
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
継
承
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。東
京
か
ら
能

楽
師
を
迎
え
る
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、経
費
の
面
か
ら
も
難
し
い

現
状
で
す
。

　

幸
い
に
も
、奥
州
謡
曲
発
表
会

（
喜
多
流・宝
生
流・観
世
流
）と
一

関
喜
桜
会
交
流
会
、奥
州
市
民
芸

術
文
化
祭
が
あ
り
、そ
れ
に
向
け

て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、能
楽
師
に
よ
る
仙
台
青

葉
能（
６
月
）、平
泉
薪
能（
８
月
）

鑑
賞
も
自
己
研
鑽
の
糧
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
喜
嚶
会　
事
務
局　
那
須
川　

孝
）

奥州市芸術文化協会
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令
和
5
年
度
第
１
回
三
役
会
、会
計
監
査　

令
和
5
年
度
第
１
回
理
事
会　

令
和
5
年
度
総
会

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭「
第
11
回
吟
詠
吟
舞
の
祭
典
」実
行
委
員
会

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭
第
１
回
実
行
委
員
会

金
津
流
梁
川
こ
ど
も
獅
子
躍
教
室
開
講
式(

参
加
者
10
名
）

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
こ
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
開
講
式(

参
加
者
13
名
）

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭「
第
11
回
吟
詠
吟
舞
の
祭
典
」実
行
委
員
会

令
和
５
年
度
第
２
回
三
役
会

令
和
５
年
度
奥
州
市
芸
術
文
化
協
会
芸
術
文
化
賞
審
査
員
会

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭「
民
謡
舞
踊
の
祭
典
」「
郷
土
芸
能
の
祭
典
」打
合
せ
会

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
こ
ど
も
い
け
花
教
室
開
講
式(

参
加
者
14
名
）

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭「
第
11
回
吟
詠
吟
舞
の
祭
典
」実
行
委
員
会

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
親
子
茶
道
教
室
開
講
式(

参
加
者
13
名
）

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭
開
催（
33
行
事
延
べ
31
日
間
）

開
幕
ま
つ
り（
式
典・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

令
和
５
年
度
第
３
回
三
役
会

「
お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
タ
」関
係
者
団
体
打
合
せ
会

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭「
第
11
回
吟
詠
吟
舞
の
祭
典
」反
省
会

令
和
５
年
度
第
４
回
三
役
会

令
和
５
年
度
第
５
回
三
役
会

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
タ（
体
験
参
加
者
2
0
4
名
、

発
表
会
出
演
者
78
名
、入
場
者
数
4
2
3
名
）

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭
第
２
回
実
行
委
員
会

令
和
５
年
度
第
1
回
事
務
局
会
議

　

第
18
回
奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭

開
幕
ま
つ
り
の
式
典
に
お
い
て
、賛
助

会
員
と
な
っ
て
継
続
10
年
の
節
目
に

あ
る
企
業
へ
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。　

当
協
会
は
多
方
面
か
ら

の
ご
支
援
と
ご
協
力
で
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
現
し
、芸
術
文
化
活
動
の

継
承
と
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。（
利
）

喜
嚶
会
（
き
お
う
か
い
）

杵屋五十助　プロフィール
奥州市出身。祖母水木歌淳に日本舞踊の手ほどきを
受け、水木流東京水木会に入門。水木一弥の名を許さ
れる。現在は理事長水木佑歌に師事。 長唄三味線を
幼少の頃より杵屋三㐂巳に手ほどきを受け、その後三
味線を東音小島直文、杵屋五助、長唄を東音味見純
に師事。杵屋五十助の名を許される。 一般社団法人
長唄協会会員。



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、当
初

の
計
画
ど
お
り
の
す
べ
て
の
行
事

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、33
行

事
に
9
0
0
0
人
近
い
市
民
が
多

彩
な
芸
術
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
開
催
。令
和
５
年

度
は
、伝
統
文
化
体
験
会
に
参
加
し
た
親
子
が

舞
台
で
体
験
の
成
果
を
発
表
す
る
取
り
組
み
も

あ
り
、出
演
し
た
親
子
は
指
導
者
と一緒
に
元
気

よ
く
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

日本舞踊の伝統を継承している大人から子供ま
で、18人が出演し、稽古の成果を堂々と演じまし
た。おうしゅう伝統文化こども日本舞踊教室の参
加がきっかけで本格的に指導を受けている児童も
出演しました。（写真は10月15日「日本舞踊公演」
奥州市文化会館）

「郷土の伝統、舞つなぐ」と題して４年ぶりに開催した衣川芸術
祭。歌や演舞などの披露で地域に活気をよぶことができました。
（写真は11月12日　国見平温泉）

開幕フェスティバルでは15団体30演目を披露。従
来の民謡や舞踊、三味線の他に、今回からフラダン
スやフラメンコなどの現代芸術の舞台も展開しまし
た。（写真は９月10日「開幕まつり・開幕フェスティバ
ル・民謡舞踊の祭典」　奥州市文化会館）

23

奥
州
市
芸
術
文
化
協
会
副
会
長

菅
原
賢
一

　

先
輩
か
ら
川
西
大
念
佛
剣
舞

が
後
継
者
難
の
た
め
保
存
会
に
入

会
す
る
よ
う
に
誘
わ
れ
て
始
め
ま

し
た
が
、気
が
付
く
と
も
う
50
年

が
過
ぎ
、今
で
は
胴
取
り
を
し
て

い
ま
す
。

　

当
時
私
の
部
落
に
も
神
楽
の
同

取
が
お
り
ま
し
た
が
、踊
り
手
も

居
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、剣
舞
を

す
る
こ
と
に
し
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。　
入
会
し
た
当
時
は
週
に
３
〜

４
日
の
練
習
で
、終
わ
っ
た
後
は
直

ぐ
に「
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョン
」で
し
た
。

　

藤
原
秀
衡
が
平
泉
に
居
を
定
め

た
時
に
川
西
剣
舞
が
始
ま
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、中
尊
寺
で
年
３
回
の

公
演
が
あ
り
、他
に
も
市
民
芸
術

文
化
祭
、郷
土
芸
能
祭
や
各
地
の

公
演
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。

発
表
後
に
は
懇
親
会
を
す
る
こ
と

で
続
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

芸
能
団
体
を
継
続
し
て
い
く
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
地
域
性

を
出
し
、後
継
者
を
募
り
、練
習

を
行
う
こ
と
。さ
ら
に
発
表
の
場

が
多
く
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
た
こ
と
か

ら
、今
後
発
表
の
場
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

活
動
継
続
は

奥州市芸術文化協会芸術文化賞受賞者奥
州
市
芸
術
文
化
協
会
感
謝
状
贈
呈

佐
々
木
陽
子

安
部    

譲

大
平
保
男

千
葉
節
子

千
葉
ユ
キ

阿
部
洋
子

青
木   

梢

平
井
櫻
子

山
口
勝
子

千
田
勝
子

千
葉
文
男

加
藤
正
太
郎

菅
原
光
子

副会長の

賛助会員のご紹介

［送金先］　　郵便振替　口座番号　02200-7-135788　　奥州市芸術文化協会

賛助会員加入のお願い　当協会は芸術文化の後継者育成や伝統文化の継承など、
地域文化発展のための事業を行っています。奥州市の芸術文化活動並びに当協会の事業、
運営を側面から支援してくださる賛助会員を募集しています。

■個人賛助会員１，０００円　■法人又は団体賛助会員５，０００円 金額は一口です［年額］

芸文協この一年

奥
州
市
民
芸
術
文
化
祭

8
月
26
日
▼
12
月
19
日

国
民
文
化
祭
出
演

2
0
2
3
年
岩
手
県
芸
術
文
化

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

1
月
20
日・21
日（
奥
州
市
文
化
会
館
）

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
芸
術
文
化
の
事
業
を
展
開

江
刺
ユ
ネ
ス
コ・コ
ー
ラ
ス

江
刺
短
歌
会

江
刺
俳
句
協
会

い
さ
わ・え
ぐ
ね
俳
句
会

民
謡
保
存
会
水
沢
支
部

胆
沢
短
歌
会

裏
千
家
淡
交
会
水
沢
茶
道
会

扇
和
会

水
沢
諸
流
華
道
会

前
沢
俳
句
会

岳
風
流
江
刺
吟
詠
会

胆
沢
民
謡
保
存
会

衣
川
芸
能
愛
好
会

　

文
化
庁
事
業
と
し
て
毎
年
開

催
。
本
年
度
は
４
教
室
50
名
の
親

子
が
参
加
。
親
子
茶
道
教
室
の

参
加
者
は
お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化

体
験
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
、
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

I
B
C
岩
手
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大
塚
富
夫

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
言
葉
あ
れ
こ
れ
」

と
題
し
て
岩
手
放
送
を
受
験
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
、ご
家
族
の
介
護
な
ど
、多
彩
な
お
話
に
笑

い
あ
り
、涙
あ
り
、時
に
は
感
動
あ
り
の
楽
し
い

講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

お
う
し
ゅ
う
伝
統
文
化

親
子
教
室

会
員
交
流
会

敬
称
略

広
野
次
雄

菅
原
義
子

佐
藤
和
雄

菊
地
栄
雄

髙
野　

司

千
葉
文
男

羽
藤　

堯

鈴
木
美
喜
子

及
川
幸
博

吉
見
登
司一

角
掛
往
来
児

津
田
養
市

大
森
峰
夫

佐
々
木
ハツ
ミ

佐
々
木
恵
子

石
井
英
明

笹
井　

基

千
葉
ト
ヨ
子

千
田
弘
明

宮
杜
さ
つ
き

大
石
文
雄

本
庄
昭
子

後
藤
セ
キ
子

髙
橋　

力

服
部
つ
ね
よ

小
野
寺
茂
美

大
石　

直

古
川
和
子

高
橋
睦
夫

菊
地
正
宏

水
木
歌
淳

千
葉
マツ
子

小
野
勇
子

渡
邊
曉
子

﹇
法
人
又
は
団
体
賛
助
会
員
﹈

﹇
個
人
賛
助
会
員
﹈

敬
称
略
／
順
不
同
　
令
和
6
年
3
月
31
日
現
在

陸
中一宮
駒
形
神
社

株
式
会
社
胆
江
日
日
新
聞
社

株
式
会
社
東
北
プ
ラ
ンニン
グ

株
式
会
社
佐
々
儀

水
沢
ガ
ス
株
式
会
社

前
沢
岳
風
会

前
沢
岳
風
会
小
山
教
場（
小
山
吟
詠
会
）

岳
精
流
胆
沢
吟
詠
会

若
嶺
流
民
舞
若
吉
会

水
沢
喜
多
会

川
内
神
楽
保
存
会

前
沢
み
ず
え
同
好
会

新
都
山
流
和
楽
会
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及
川
　
貢

陸
中
一
宮
駒
形
神
社

千
葉
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
佐
々
儀

水
沢
ガ
ス
株
式
会
社

　
「
金
津
流
梁
川
こ
ど
も
獅
子
躍
」

他
の
模
範
と
な
る
礼
儀
正
し
い
態

度
と
と
も
に
、
踊
り
の
素
晴
ら
し

さ
を
観
衆
に
伝
え
た
こ
と
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会員交流会／12月19日　
セレモニーホール　サンフレックス

親子茶道教室／7月29日　奥州市文化会館国民文化祭／10月22日　金沢市文化ホール

おうしゅう伝統文化体験フェスタ／1月21日　奥州市文化会館大ホール

　

第
38
回
国
民
文
化
祭
・
石
川

百
万
石
文
化
祭
2
0
2
3
に
岩

手
県
か
ら
唯
一出
演
と
な
っ
た
水
沢

吟
詠
同
好
会
。「
平
泉
懐
古
」
を

満
席
の
会
場
で
堂
々
と
披
露
し
ま

し
た
。


